
長かった梅雨が、先月末にやっと明けましたが、その後、気温と湿度が急激に上昇したようで、毎日寝苦

しい夜を過ごしていました。最近では、冷房をつけたままにして、寝冷えしないように布団をかぶって寝て

みたところ、以前より熟睡出来ているようで、目覚めが楽に感じます。脱水症状の防止のために、風呂上り

には必ず水を飲んでいますが、特に蒸し暑い夜は、アイスクリームや氷菓を無性に食べたくなってしまいま

すね。今年の夏も、例年通り猛暑になりそうですが、皆さん、お元気でお過ごしですか。院長の喜多です。 

先月は、最近注目されている「口腔機能低下症」に関する講演を、２週連続で受講して来ました。健康寿

命の延伸や介護予防の視点から、超高齢社会の日本における栄養の問題として、後期高齢者が陥りやすい「低

栄養」、「栄養欠乏」が重要視されています。その問題の解決のためには、まず「オーラルフレイル」（高齢

者における食べこぼし、わずかなむせ、噛めない食品の増加、滑舌の低下、食欲の低下といった軽微なこと

から始まる口腔機能の低下の総称）について、皆で理解すること、日常の生活で気づくことが大切になりま

す。50 歳を過ぎた辺りから、むし歯や歯周病だけが原因ではなくて、全身疾患や加齢によっても、複数の

原因が重なり、少しずつ口腔の機能は衰え始めるようです。衰え始めた口腔機能を気づかないで放置してお

くと、さらにオーラルフレイルを進行させる可能性があるので、少しずつ衰えている機能を見つけ出すため

に、歯科診療所や病院を定期的に受診して、複数の検査＜①口腔衛生状態不良、②口腔乾燥，③咬合力低下，

④舌口唇運動機能低下，⑤低舌圧，⑥咀嚼機能低下，⑦嚥下機能低下の７項目うち，３項目以上該当する場

合に口腔機能低下症と診断＞を行います。これらの検査結果をもとに、口腔機能の低下を予防するために、

舌・唇・のどの運動の指導や、栄養も考慮した食事指導（栄養士と連携して相談）が行われます。

この「口腔機能低下症」に関する検査は、保険導入したばかりですが、当院では、今後、口腔機能低下症

の検査と診断が出来るように設備を整えて、ご来院の皆様の口腔衛生管理と口腔機能管理の両方について、

積極的に介入して取り組むことで、豊かな食生活と健康維持の実現に貢献していきたいと考えています。 
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